
令和２年度幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業 成果報告書 
団体名：山口県教育委員会 

１．事業の実績 

（１）事業目的 

   幼稚園教諭免許状認定に係る講習を開催することで、幼稚園教諭の一種免許状所有

者の割合の増加を図り、幼稚園教諭の資質能力の向上及び幼児教育の質の向上を目指

す。 

 

（２）事業概要 

幼稚園教諭免許状の上進のための免許法認定講習を開設することで、一種免許状の

取得機会を拡大し、幼稚園教諭の資質能力の向上を図った。 

開設した免許法認定講習は、以下の５科目である。当初は各講座の定員を５０人とす

る予定であったが、新型コロナウイルス感染症予防のため、３０人に縮小して募集した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）成果（事業の実績の説明） 

① 受講者数 

    受講者は、実数４８人、延べ１６９人であった。開設科目別、受講講座数別、年齢

別、所属別、経験年数別の人数は、以下のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開設科目名 講習期間 講習会場 定員 

保育内容指導法（健康） ７月２８日～２９日 防長苑 ３０人 

保育内容指導法（人間関係） ８月 ３日～ ４日 防長苑 ３０人 

幼児教育課程論 ８月１８日～１９日 ＫＫＲ山口あさくら ３０人 

保育カウンセリング ８月２５日～２６日 セントコア山口 ３０人 

幼児と人間関係 ８月２９日～３０日 セントコア山口 ３０人 

 

開設科目名 講習期間 申込人数 受講人数 

保育内容指導法（健康） ７月２８日～２９日 ３３人 ３２人 

保育内容指導法（人間関係） ８月 ３日～ ４日 ３６人 ３６人 

幼児教育課程論 ８月１８日～１９日 ４３人 ４３人 

保育カウンセリング ８月２５日～２６日 ２０人 １９人 

幼児と人間関係 ８月２９日～３０日 ３９人 ３９人 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 一種免許状に上進した教員数 

    昨年度と併せて１０単位を習得した教員は２１人、うち、令和３年１月末時点で一

種免許状に上進済の教員は１６人であった。成果目標として、令和５年度までに、一

種免許状所有者を４００人とする（平成３０年度調査：２６３人）ことを挙げている

が、進捗状況は概ね順調であると捉えている。また、昨年と比べて、複数講座を受講

した教員が多く、上進に対する意欲が高いことが伺えた。 

  ③ 講座開設及び受講者募集に当たっての工夫 

・４月下旬に「令和２年度山口県教育委員会免許法認定講習の実施について」を県内

全ての幼稚園、認定こども園に送付し、周知を図った。また、６月中旬に「令和２

年度山口県教育委員会免許法認定講習実施要項」を送付するとともに、山口県教育

委員会のホームページに掲載した。 

・公益財団法人山口県私立幼稚園協会事務局と連携し、私立幼稚園、私立認定こども

園に免許法認定講習の概要及び申込方法等を周知し、受講促進を図った。また、理

事会において認定講習の意義や上進に係る手続き等について説明し、各園での周

知及び受講についての配慮をお願いした。 

・山口県国公立幼稚園・こども園連盟と連携し、園長会等を通じて受講促進を図った。 

   ・受講手続きは私立幼稚園を所管する県総務部学事文書課と連携して行い、個別の問

い合わせに対応した。 

・山口大学教育学部幼児教育担当教授と協議を行い、開設科目や開催時期を検討し

た。県内には新免許法による講座を開設している大学がないため、鳴門教育大学に

協力を依頼し、幼児教育担当教授と協議の上、開設科目を設定した。両大学とも免

受講講座数別 年齢別 

１講座受講・・・ １人 

２講座受講・・・ ３人 

３講座受講・・・２０人 

４講座受講・・・１８人 

５講座受講・・・ ６人 

２０代・・・・・１４人 

３０代・・・・・５０人 

４０代・・・・・６０人 

５０代・・・・・４２人 

６０代以上・・・ ２人 

所属別 経験年数別 

県内公立園・・・・３人 

県内私立園・・１６６人 

県外・・・・・・・０人 

 

１～ ５年・・・０人 

６～１０年・・１８人 

１０～１５年・・３５人 

１５～２０年・・５３人 

２０年以上・・・６２人 

 



許上進への期待が大きく、来年度以降も継続的に協力いただけることになってい

る。 

・特別支援教育推進室が毎年開設している特別支援教育に関する免許法認定講習と

併せ、「山口県教育委員会免許法認定講習」として実施した。また、昨年度実施分

と併せて必要な単位が満たせるように、開設科目についても調整を行った。 

  ④ 受講者の反応 

・「自園の教育課程を見直すきっかけとなった」「日常的に行っている行為の裏付けを

聞くことで、理解が深まった」「自分自身のスキルアップ、また他の職員への指導

にも生かされると思う」「子ども、保護者だけでなく職場の職員や家族との関わり方

を学ぶことができ、これからの人生に役立つ内容だった」等の意見から、受講者が講

習内容に満足しており、幼稚園教諭としての資質能力の向上につながっているこ

とがうかがえる。 

・複数の講座を受講した教員が多く、上進に対して意欲的である。また、計画的に単

位を修得しようと考えている教員からは、「今後も続けてほしい」「受講希望者が多

いので、参加しやすい環境が続けばよいと思う」「講座の開設状況について早めに知

りたい」等、数年先までの見通しを求める意見が多くあった。 

  ⑤ 検討委員会の意見 

・上進希望者に対して受講実数は少ない。免許法認定講習はよい取組だと思うが、上

進することで教員にメリットはあるのだろうか。給与面の優遇について、国や県の

補助があればよい。 

・免許法認定講習が保育の質の向上に果たす役割は大きい。継続的な啓発、情報提供

により受講者数が増えるとよい。 

・受講者が上進のプランをもつことも必要である。講習の受け方だけでなく、免許更

新と併せてどのように単位を習得していけばよいかを示せるとよい。また、短大卒

業時に、経験を重ねる中で一種に上進できることを伝えてもらう等、養成大学の協

力が得られるとよい。 

・本事業の趣旨、期待される効果等について受講対象者だけでなく園長への啓発が必

要である。保育所型の認定こども園への周知に尽力したい。 

・公立幼稚園の教員にとって、夏休みは受講がしやすい。一方、認定こども園や預か

り保育を行っている幼稚園の教員は日程調整の難しさがある。実施日の分散、講座

数の拡大等を検討してほしい。行事の少ない 10 月中旬から 11 月下旬は参加しや

すいであろう。 

・集合研修のよさはあるが、オンラインによる実施も検討するとよい。しかし、幼稚

園のＩＣＴ環境整備等課題もある。 

（４）今後の課題・展望 

・数年先までを見通し、必要単位数（科目）を満たす講座を計画的に開設する必要があ



る。その際、継続して受講する者も、新たに受講を希望する者も、受講が可能とな

るようにするため、科目の重なりがないように留意する。併せて、特別支援教育推

進室が開設する講習と併せて受講できるように、日程や科目を調整していく。 

・今年度も、全ての講習を夏季休業中に実施した。来年度は、一部講座を 10 月中旬

から 11 月中旬に実施することで、複数講座の受講がしやすくなるようにする。 

・受講状況から、一種免許状取得には３～５年間必要であると考えられる。また、受

講希望者が多いことから、受講機会を拡大できるように、講座数を増やす。 

・上進を希望する教員は多いが、勤務の都合上、希望者全員の受講が叶わないという

幼稚園の現状がある。計画的に受講が進められるよう、上進に必要な単位数や科目、

今後の開設予定等について引き続き情報提供していく。 

 


